
◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 再会いたします。引き続き、｢おばねクラブ｣の質疑

を許します。塩原委員。	 

◎塩	 原	 未知子	 委員	 

	 引き続き、「おばねクラブ」の総括質疑、質問させて

いただきます。	 

	 一つ目は、婚活支援について、市のほうで協力体制

など、どうなっているでしょうか。お聞かせ願いたい

と思います。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 社会教育課長。	 

◎社会教育課長（間	 宮	 健	 一	 君）	 

	 お答えいたします。尾花沢市には結婚促進協議会Ｌ

ａＬａネットというのがございまして、一般質問等で

もお答えしてきましたけれども、市としましては、そ

ちらの事務局を担当させていただいております。基本

的には、ＬａＬａネットの皆さんは個人マッチングと

いうことで、そちらのほうを中心に活動をしておりま

すので、我々は事務局といたしまして、県、それから

他市町村との連絡調整とか、または婚活プラスの関係

の事業とかの調整などについて、なるべく事務的なこ

とは市として活動の支援という形でさせていただいて、

会員の皆さんにはあくまでも個別マッチングというと

ころに専念していただくという形での支援という形で、

今までさせていただいております。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 塩原委員。	 

◎塩	 原	 未知子	 委員	 

	 ありがとうございます。何度か、そのＬａＬａネッ

トの組織のことをお聞きしましていたところなんです

が、その他に、婚活をいろいろ活性化させようという

市内近隣の組織などあると思います。最近、チラシを

見たんですけれども、９月15日に何か民間のほうで企

画しているイベントがあるそうですけれども、そちら

のほうは市のほうで何か関係していたり、支援などを

なさっているんでしょうか。お聞きしたいと思います。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 商工観光課長。	 

◎商工観光課長（五十嵐	 与志一	 君）	 

	 ９月15日に開催されます婚活支援事業についてお答

えいたします。チラシ等各所に貼らせていただいてお

りますが、「らぶこみ」というイベントを計画しており

ます。この事業につきましては、尾花沢市の商工会の

青年部と大石田町の商工会青年部が連携をしまして、

独身の方々の出会いの場を設けまして、婚活につなげ

ていこうという事業でございます。	 

商工会青年部では今回の婚活事業をはじめとしまし

て、後継者育成や地域活性化につながる事業を計画し

たいということでございましたので、国の緊急雇用創

出事業を活用しまして、事務局となります商工会のほ

うに事業を委託し、１名臨時雇用しています。それと

支援をうちのほうでやっているところでございます。

以上です。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 塩原委員。	 

◎塩	 原	 未知子	 委員	 

	 ありがとうございます。「らぶこみ」という変わった

名前ですけれども、地域の皆さん、特に若い人たちが

企画するそういうイベントに対しては、ぜひとも影な

がら表ながら協力していただきたいと思います。特に、

市役所庁内にも、まだ結婚なさっていない独身の方々

多いと思いますので、ぜひそちらのほうに参加してい

ただきたく思っております。なかなかやはり女性の参

加が少ないということで、人数そんなに大人数ではな

いようですけれども、女性の参加をぜひ望んでいると

いうことでしたので、ぜひ広報支援などをやっていた

だきたいと。もう少しですので、もう締切、締めたか

もしれないんですが、まだ女性が足りないということ

をチラリと聞きましたので、ぜひ庁内からでも結構で

すので、何人か婚活支援、民間でやっている支援もぜ

ひ体験なさって、企画のほうに取り入れていただきた

いなと思います。さまざまこれから地元でもこういう

動きをいろんなグループが発生的に起こった場合には、

ぜひともそういう支援のほうをしていただきたいんで

すけれども。金額ではなく広報的なことのほうが、私

思うには力になるかと思いますので、その辺りどうで

しょうか。何か支援の手立てとか、用意なさっている

ところはございませんでしょうか。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 商工観光課長。	 

◎商工観光課長（五十嵐	 与志一	 君）	 

	 参加者の募集につきましては、８月15日号の市報に

全戸折り込みチラシを入れさせていただいたところで

す。又、庁内にもメール等で周知をしまして、男性25

名、女性25名ということで、男性はもうすでにいっぱ

いになって、抽選といいますか、ちょっとその中から

調整をしてというお話でございました。女性が少ない

ということでありましたので、今日もうちのほうでち

ょっと声がけを実際やっているところでございます。

以上です。	 



◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 塩原委員。	 

◎塩	 原	 未知子	 委員	 

	 ありがとうございます。やはり一人でも多くの結婚

なさる人たちの出会いを、私たちが作っていくという

のも本当に責務だと思います。ありがとうございます。

どんどん支援していただきたいと思います。	 

	 次の質問に移らさせていただきます。二番目は、自

主防災組織を作る必要があるということを何度もお聞

きしているんですけれども、今年に入ってからどのよ

うな動きがあるのか。もうできている組織などありま

すでしょうか。その辺り、お聞かせ願いたいと思いま

す。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 総務課長。	 

◎総務課長（渡	 辺	 	 	 修	 君）	 

	 自主防災組織についてでございますけれども、この

自主防災組織そのものについては、これまで各区長さ

んを中心にですね、94の集落がございます。全て組織

はされております。ただ、されてはおりますけれども、

地域によってはいろいろな温度差がございます。３.11

のこの震災を踏まえまして、やっぱりその自ら地域で

災害を少なくしていくという意識が、大変高まってき

ております。一部集落におきましては、救出班とか防

火班とかというふうなことで割り振りを決めたり、そ

れから防災訓練に取り組んでいる集落なんかも出てき

ております。市全体でやっぱり今回の震災を受けて、

自主防災組織をきちんと立て直しをしていかなければ

ならないということで、先ほどもお答えをしているん

ですが、区長を中心とした自主防災会議がありますの

で、今回はじめて第１回目の会議を開きまして、それ

ぞれ地域において会議を開いておりますので、そこか

ら今度、地域全体のほうに区長さんを中心に入ってい

ただくというふうなことで進めていきたいなというふ

うなことで、今取り組んでいる最中でございます。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 塩原委員。	 

◎塩	 原	 未知子	 委員	 

	 ありがとうございます。全地域でそれが始まってい

るということで、頼もしく思っているところです。た

だ時間も、その場所場所での事例も違うと思いますの

で、まず調査ですよね。なかなか場所によって本当に

違うというのは、同じところもあると思うんですけれ

ども、避難場所の確保とか、あとは観光地であるかそ

うでないかでもだいぶ違ってくるとは思うんですけれ

ども、特に銀山温泉など、たくさんの人がいて、さら

に道路が狭い状況でがけ崩れなど起こったら、例えば

川が氾濫したらという仮定でいくと、さまざまなパタ

ーンで防災の設備、または連絡網など必要とすること

だと思います。それに関して、地域の方々が自分たち

の本当に周り、まあだいたい消防のほうの設備等はき

ちんと皆さん把握してるとは思うんですけれども、こ

の自然災害、今、突発的なゲリラ豪雨、さらには地震

ですよね。もう地震はいつ起こってもおかしくないよ

うな状態になっているというのが、日本全国どこでも

ありますので、ぜひ早急にハザードマップ、こちらの

ほうを検討するようなことというのは、お考えはござ

いませんでしょうか。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 総務課長。	 

◎総務課長（渡	 辺	 	 	 修	 君）	 

	 お答えいたします。ハザードマップを作ってその災

害時に備えていくというようなことは、大変大事なこ

とだろうと思っています。すでに地域によってハザー

ドマップを作っているところもございます。今現在、

進めていますのは、全体の自主防災会議の中では、一

旦、大災害が起きた場合、私らはどこにその避難をす

れば良いんだというふうなことがまだ明示をされてお

りません。すでに３箇所の会議の中では、区域が定ま

りました。いよいよ例えば本町の場合ですと、横町の

皆さんはどこに避難をするかというふうなきちんとし

た図面なんかにも落として、そして、普段からこうい

う準備をしなくちゃならないよというふうな防災意識

が高まるような、そういうふうなことも踏まえて、今、

全地域が終わった段階で各個人個人のお家に、その避

難場所やら、そういうふうな啓発関係のチラシを作っ

ていきたいなというふうなことで、まず進めておりま

す。委員おっしゃる土砂災害の危険な箇所とかいろい

ろございますので、それはその地域地域のほうでいろ

んな事案をもとに、計画を作っていきたいなというふ

うなことで進めていきたいというふうに思っています。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 塩原委員。	 

◎塩	 原	 未知子	 委員	 

	 ありがとうございました。本当に自分たちの身の回

りのことを、しっかりと地域の人が分かっていないと、

本当に逃げるとき、パニックが起こりますので、ぜひ

その辺りの早急にハザードマップも含め、意識改革で

すね、そういうところまで急ぎ伝達をお願いしたいと

思います。	 



	 先ほど横町という地域名が出たので、そういえばと

思い出したのは、秋の運動会をいつも地区でやってお

ります。30年近くなるんですけれども、だいたい最後

にバケツリレーというのがありまして、みんなで一緒

にゴールを目指すときに、みんながバトンリレーみた

いな形で、何かを着せたりとか持たせたりとか、いつ

も市長さんに来ていただいて、最後を盛り上げていた

だくところなんですけれども、地域ではやっぱりそう

いう絆づくりというか、隣にどんな人たちが、まあお

父さんお母さんたちは分かっているかと思うんですけ

れども、お子さん、もしくはちょっと離れた所に行っ

て戻ってきたよというようなお子さんがいたりとか、

臨機応変、地域では変わっていくと思いますので、ぜ

ひ地域のいろんな行事にかこつけて、ぜひですね、ご

近所さんの顔見せができて、さらには絆を深めるよう

なレクリエーション、そのようなことを充実させて、

防災意識、さりげなく地域の皆さんとの連携を図るよ

うな仕掛けみたいなのを作っていただければ良いので

はないかなあなんて思っているところです。ぜひ今後、

いろんな盆踊りだったり、さまざままちの祭りだった

りあると思うんですけれども、そういうふうな地区地

区で無理なく、新たにイベントを設置するのではなく

て、そういう形で防災意識を高めていっていただきた

いと思っております。よろしくお願いします。	 

	 次の質問に入ります。先ほどから路線バスの話が何

度が出ていると思うんですけれども、私のほうからも、

その路線バスの中で銀山線、特に観光のお客さんも含

めるということで、今まで話になっていた市民の目線

プラス観光で来たお客さんのためのということで、ぜ

ひこの路線に関して、もっと見直しを図っていただき

たいなあなんて思っています。	 

	 なぜかというとですね、実は私よく思っているんで

すけれども、ダイヤと言って、ＪＲでいくとダイヤな

んでしょうけれども、路線バスの時間の、発着場所の

時間ですよね、これ非常に自分たちの生活に本当にこ

れで合っているのだろうかというのが疑問に思うぐら

いの内容なんだなといつも思いながら、改善がなかな

かならないなと思っているところです。	 

	 一つは、大石田に高校生、まあだいたい大石田駅か

ら発着するのですけれども、ピタッと合うような時間

がないんですね。前は尾花沢のバス停まで行って、そ

こから乗り換えて大石田まで行くという大変不便で、

今はもう皆さん車で大石田の駅まで送っていきます。

でも考えれば、もしかしたらその早い時間に大石田駅

まで行くような、どこかを経由してでも良いからあれ

ば、もっと便利なんじゃないかなと思ったり。	 

	 あとはですね、銀山線は観光のお客様で必要な何人

かの席数とっているんであれば、もう少し発展して何

本かを増やして、花笠温泉のほうを通るようなバス路

線にできないものかなあなんて常々思っております。

なぜかと言いますと、いろんなイベントを考えるとき

に、お客様に来ていただく足が徳良湖はありません。

ほとんどないんです。皆さんに車で来てください、タ

クシーで来てください、そういうふうにしか言えてお

りません。今の状況で。ですので、ぜひ今まで皆さん

のお話の中では高齢者のため、市民のためであったと

思うんですけれども、プラスその辺り観光のお客さん

のことも配慮した時間配分、そしてもっと使いやすい

ようなバス路線にしていただきたいと思うんですけれ

ども、そのような考えはございませんか。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 市民税務課長。	 

◎市民税務課長（田	 中	 幸	 雄	 君）	 

	 お答えいたします。路線バス銀山線につきましては、

尾花沢市路線バス運行費補助金交付要綱ということで、

平成20年12月から市内に新たに路線を開設したバス事

業者に対して補助金を交付している路線でございます。

一つ目は、ＪＲから電車等を降りて時間調整がつかな

いということの質問と、もう一つは銀山線の数便を花

笠の湯経由にしてはどうかというようなご質問でござ

いますが、現在、徳良湖温泉花笠の湯を経由している

路線は、市営路線バスの原田線において１日２便がご

ざいます。ただ、この原田線と民間で運行しておりま

す路線バス銀山線の時間調整がつかないと、つまり要

するに銀山線が尾花沢市役所を経由して、市役所で一

旦降りていただいて、原田線に乗って調整するような

ことでなっている時間が、調整つかないようなことで

ございます。それで、これ緑ナンバーということで、

道路交通法の４条ということで、民間で山形陸運支局

のほうに届出をして時間のほうも調整しているという

ような路線でございますので、当然もっとこれから入

湯税のほうも見てみますと、花笠の湯の入湯客数もだ

いぶ多いということで、今後バスの委託業者、それか

ら路線バスの業者、検討させていただきながら、ダイ

ヤ改正も含めた協議をしていきたいと考えております。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 塩原委員。	 

◎塩	 原	 未知子	 委員	 

	 ぜひそうしていただきたいと思います。やっぱり便

利に時間があれば、乗ろうという気持ちにも市民もも



ちろんなると思いますし、実際、昨年23年度の観光誘

客数というのが、県のほうで８月に出ているものなん

ですけれども、これを見ますと銀山のほうは合計とし

ては約23万人、徳良湖全体に関しては32万人とありま

す。ですので、銀山よりも多い方々が徳良湖を利用し

ている。しかし、足がないということが、本当にこの

数字からも非常によく分かると思います。なかなかそ

の辺りも含めて、せっかく良い観光素材がある銀山、

徳良湖、さらには芭蕉関係で商店街、全部バラバラに

なっておりまして、観光で来たお客さんにはそれぞれ

に、それぞれに、というかたちで一緒に見るというの

がボンネットバスの民間業者さんがツアーを組んで、

やっとつながったというのが昨今ですので、ぜひもっ

ともっと観光のお客様を増やして、もっともっと私た

ちも花笠の湯、銀山温泉に行きたいということで、足

の確保がこのバスであるならば、まだまだゆっくりし

た時間を過ごしていただけるのかなあなんて思います

ので、ぜひその辺り考慮したダイヤ改正お願いしたい

と思います。	 

	 では、次の質問にまいります。次はですね、今日も

大変午後から暑くて、９月にはびっくりするぐらいの

暑さなんですけれども、やはり尾花沢の職員の皆さん

は素晴らしい。多分スイカを食べているから、夏クー

ラーもない所で皆さん頑張って、本当に良い仕事をな

さっているんだなと思っているところなんですけれど

も、この尾花沢すいかの皮の処理、あとは最近スイカ

サイダーということで、スイカの汁を次の加工という

ことで、いろいろムダがないような尾花沢すいかをと

ことん大切に健康のために使うという、もう尾花沢の

姿勢が大変すばらしいと思っているところなんですけ

れども。この皮の処理というのが、非常に家庭では厄

介なことだということをお聞きしました。以前は、生

ゴミと一緒に出すのが、水分がほとんどのスイカです

ので、90％ぐらい確か水分だったと思いますので、皮

をそのまま捨ててはいけない、細かく切ったり、畑に

埋めなきゃいけないということで、私は育てられたと

思っているんですけれども、最近はどういうふうにこ

の捨て方、告知のほうをなさっているのか、お聞きし

たいと思います。よろしくお願いします。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 環境整備課長。	 

◎環境整備課長（折	 原	 節	 子	 君）	 

	 申し上げます。スイカの皮につきましては、８月１

日号のお知らせ版のほうに、環境衛生センターのほう

でもお知らせという形で掲載させていただいたところ

ですけれども、生ゴミとして処理していただけます。

ただ、この生ゴミにつきましては、水分が多いと焼却

炉のほうに大変負荷がかかりますし、焼却する燃料も

多額となってしまうということがございますので、水

切りを十分にしていただくよう、お願いしているとこ

ろでございます。また、コンポストや、それから畑に

埋めていただくというようなことをしていただきます

と、ゴミの少量化にもつながりますし、また畑に埋め

戻していただければ循環型ということにもなろうかと

思いますので、こういった手法も今後もご協力のほど、

よろしくお願いしたいと思っております。	 

	 また、このようなゴミの処理につきましては、随時、

環境衛生センターのほうから周知を図るようにしてお

るところですけれども、今後も連携いたしまして、市

民に広く周知してまいりたいと考えております。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 塩原委員。	 

◎塩	 原	 未知子	 委員	 

	 ありがとうございます。やはりスイカの名産地尾花

沢の、作るだけではなく美しく食べて、そして美しく

ゴミ処理する、そこまでやっていってブランドを守る、

そこまでいきたいと思います。	 

	 本当に畑に戻す、実はそのスイカの皮も大変効力が

あるということを、私ちょっと聞いたことがありまし

て、粉砕して水にして畑に戻すと、何か良い作用があ

るということも、五、六年前何かチラリと聞いたこと

があるんですけれども、本当に捨てるところない尾花

沢すいかということで、どんどん消費するように、あ

と作っていくようになれば良いかなと思っているとこ

ろです。ありがとうございます。	 

	 次の質問をします。こちらのほうは横文字が多くな

ってってまた言われそうですが、各課でさまざま机の

上にはパソコンがたくさんあると思います。その他、

いろいろな情報端末、まあ周辺機器とか言いますけれ

ども、いろいろなものがありますが、それに対しての

決算書を見ますと保守管理料とか賃借料、さらには新

規購入しているというような書き方があったりとか、

さまざまな書き方がありますが、これは庁舎内で管轄

しているサーバーやコンピューター類に関して、どれ

ぐらいの台数があるか。まあ個数・台数なんでもかま

いませんけれども、こう分かるようにお聞かせ願いた

いんですけれども。よろしくお願いします。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 総務課長。	 

◎総務課長（渡	 辺	 	 	 修	 君）	 



	 委員のほうからご質問いただきました件ですが、サ

ーバーについては、サーバー室のほうに28台ございま

す。これはいろんなそれぞれの各介護保険とか、それ

から税務システムとか、そういうふうなサーバー関係

でございます。その他に図書館のほうに２台の計30台

所有してございます。その他パソコン関係でございま

すけれども、パソコンにつきましては学校関係を除い

てなんですけれども、355台現在所有をしているという

ような状況でございます。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 塩原委員。	 

◎塩	 原	 未知子	 委員	 

	 ありがとうございます。ほぼ１人１台以上分ぐらい

ですね、この数を見るとね、平均して。サーバーが先

ほど図書館に２台あって、サーバールームのほうに28

台ということは30台でありますよね。結構多いなあと。

去年も30台とお聞きしましたので、変わらず今年もと

いうことで思っているところなんですけれども、この

コンピューター、まあサーバーも含めて大変夏は熱を

発するものです。最近すごく庁舎に行くと、ここ暑い

なあ、さらに暑そうだなと思っているのは、皆さんや

っぱりパソコンの前で仕事をなさっている。クーラー

のない課が結構多うございます。２階のほうは、私も

いつも思うんですけれども、サーバールームにあるク

ーラーを屋根をぶち抜いて、皆さんのところに冷たい

風を送るならば、もっともっと涼しくなるのではない

かなと思っているところなんですけれども。でもサー

バーを守るためには多分、サーバールームという所を

冷やして、皆様のところは暑いままだということにな

っているのかと思っているんですけれども。ぜひです

ね、空冷を必要とするパソコン関係が、大変高温な中

で作業をなさると、パソコンにも悪いかもしれないで

すけれども、人間の体のほうによろしくないと思いま

すので、ぜひその辺り随時、まあ５年ぐらいのあれで

しょうかね、変えるタイミングなんでしょうか。保守

管理料とか賃借料という名前で、いろんな形で出てい

るんです。私ざっと数えました。42項目以上ありまし

た。言葉としてはパソコン関係ですね、ＰＣ関係、コ

ンピューターとか書いてあるものを拾い上げまして、

42項目ありましたけれども、この保守費用、あとは賃

借料。賃借料というのは多分ものだけの金額だと思う

んですけれども、この保守料というのはだいたいどん

な形の作業をする費用なんでしょうか。お知らせくだ

さい。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 総務課長。	 

◎総務課長（渡	 辺	 	 	 修	 君）	 

	 保守の内容でございますが、保守につきましては、

いろいろ大切なシステムが入っております。例えば市

民税務課とか健康福祉課の一部でございますが、いろ

いろ障害等が発生をした場合、それをすぐ修復をしな

ければならないということで、これについては即その

障害を除去するための関係の費用、それから万が一の

際のバックアップをしなければならないということで、

保守点検をしなければならないというようなことでご

ざいます。	 

保守料につきましては、今回の決算では1,438万円ほ

どになってございます。賃借料、参考までに申し上げ

ますと、印刷機器、それからＦＡＸ等も含まっての金

額でございますが、約4,900万円ほどの賃借料で事業運

営をやっているというふうな状況でございます。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 塩原委員。	 

◎塩	 原	 未知子	 委員	 

	 ありがとうございます。数字を聞いて結構あっ、い

っぱい台数があるので仕方がないんだなと思う反面、

その賃借料に関してはちょっと4,900万円、先ほど担当

課からあったんですけれども、最近ですね、パソコン

の値段が10年前から比べて丸が一つか二つ少なくなる

ぐらい、性能はよくなり、さらに買ったほうが安いと。

あとメーカーから直ですと、本当に保守料も含めて安

価なものも出てございます。ですので10年前の見積も

りの仕方、10年前の発注の仕方であれば仕方がないか

もしれませんけれども、この辺り最近に見合った新し

い仕様書の作り方など、勉強なさっているということ

はございませんか。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 総務課長。	 

◎総務課長（渡	 辺	 	 	 修	 君）	 

	 現在のパソコンの関係でございますが、ほとんどは

買い取りということで、いろんな起債とか補助事業を

活用いたしまして、１人１台というようなことになっ

ているわけですが、賃借料につきましては、サーバー

の25台分とそれからパソコンの81台分、それにプリン

タ等が入りましての金額が4,900万円ほどというふう

になってございます。	 

この買い取りについては、やっぱりリースと比較を

いたしますと、価格的には非常に安いのかなというふ

うには基本的に思うわけですが、その時々のその財政

状況等もありますので、やむを得ない場合、そのリー



スというふうな形で、法的には５年間というふうには

なっておりますが、特にパソコンについては、長く使

用いたしまして、７年から８年程度なるんでしょうか、

そういうふうなことである程度、使いこなしていくと。

その後、無償でリースが終了すれば、そのまままたリ

ースアップをして使っていくというふうなことで、何

とか対応をさせていただいている状況でございます。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 塩原委員。	 

◎塩	 原	 未知子	 委員	 

	 ありがとうございます。そうですね、臨機応変、本

当に半年で野菜の価格よりもひどいっていうぐらい、

パソコン機器の金額というのはガラッと変わってきま

すので、最初の計画のときと実際執行して入札すると

きってなると、半年も違った場合には、かなり変わっ

てくる場合もありますので、ぜひその辺りも入札なさ

るときの参考等々もう一度見直すとか、あとはもっと

違う方面から考えていくとリーズナブルな予算という

か、金額になるのではないかというような発想のもと、

さまざま検討していただきたいと思います。	 

	 前の話ではクラウド、システムを持たないでサーバ

ーを溜め込まないで、外に逃がしてなるべくコスト削

減ということで、クラウドを使うことでサーバーを少

しずつ無くしていくんだというお話もお聞きしており

ます。ぜひですね、その辺りも含めてすぐにはならな

くとも、どんどん少なくしていく形にしないと、例え

ば火災もそうなんですけれども、地震があった場合に、

電気が止まった、30台なんなりのサーバーをどうする

ってなったときに、保守どうのの話ではなく、大事な

大事なデータすらも復元できないということになりか

ねませんので、ぜひその辺り考慮して、早急に乗せ返

られるものがありましたら、検討対象、５年を待たず

とも費用対効果があれば、どんどん進めていただきた

いことだと思っております。	 

	 また、そういうようなシステムのこと、プログラム

のことが分かるような職員さんは、当局の係の方でい

らっしゃるんでしょうか。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 総務課長。	 

◎総務課長（渡	 辺	 	 	 修	 君）	 

	 専門の職員ということでございますが、ネットワー

クを使用しておりますので、そのサーバー室の管理も

含めまして、係としては情報統計係のほうで今、担当

をしております。ただ、そういうふうないろんな広範

な専門的な分野の専門職の職員というのは、今現在お

りません。したがいまして、それぞれ個人個人の研修

を積み重ねまして、現在なんとか対応をさせていただ

いているというふうなことでございまして、いろいろ

ご指導いただければというふうに思ってございます。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 塩原委員。	 

◎塩	 原	 未知子	 委員	 

	 ぜひ355台もあるんでしたら、１人ぐらい職員さんで、

勉強を特にしていただいても結構ですし、そういう新

人の職員を採用していくという形でも結構ですので、

中に抱えていたほうが良いのではないかなと思います。

これを先ほどで言うと、保守管理ということで外注し

ているということをお聞きしましたので、それをでき

るだけクラウドで逃がしたり、さらには個人個人の勉

強の下に、パソコンの管理ができるのであれば、それ

も良いかと思います。ぜひ、やっていただきたいと思

います。	 

	 あとはですね、もう少しお聞きしたいことがありま

す。いろいろ42項目、私ピックアップしたときにあり

ましたが、ネットワークに関する費用、パソコン等で

はなく通信の費用はどのような推移をしているでしょ

うか。昨年は光ファイバーが３月か１月、冬に入った

とお聞きしているんですけれども、市内全域に光ファ

イバーが入りましたけれども、通信費が下がっている

と思われます。どのように下がっているか、お聞かせ

いただきたいと思います。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 総務課長。	 

◎総務課長（渡	 辺	 	 	 修	 君）	 

	 光ファイバーが情報の事業ですね、それを取り入れ

たことによりまして、前は専用で回線を引いておりま

して、これが光ファイバーなることによって、その回

線を使ってしている施設が出てきましたので、その分

の費用的には約250万円程度の回線の変更によって減

額に、22年度と23年度の比較でございますけれども、

250万円ぐらいの効果があったというふうなことでご

ざいます。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 塩原委員。	 

◎塩	 原	 未知子	 委員	 

	 ありがとうございます。少しずつＩＴに係るコスト

を削減していって、そこからぜひ１台でも２台でも、

庁舎の中にクーラーを付けるような形にしてったらい

かがかなと思っているところです。余計なことかもし

れないんですけれども、夏の暑いときに本当にパソコ



ン、ファンがすごい音、悲鳴を上げている状態を何度

か私庁舎内で発見しまして、本当に思っているところ

です。	 

	 以上、私の質問は終わりなんですけれども、一つだ

けホームページの更新の講習会など、新しい職員さん

にはどのように講習なさっているのか、お聞かせくだ

さい。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 総務課長。	 

◎総務課長（渡	 辺	 	 	 修	 君）	 

	 ホームページについてですが、現在、使用していま

すホームページについては、間もなく更新の時期がや

っていまいります。それで、今のホームページのトッ

プページも含めまして、より見やすく、誰でも操作が

できるようにということで、今現在はなかなか、当初

入れるときは、それぞれ担当課のほうでその担当職員

がホームページのほうに携わってやっておったんです

が、なかなか人の異動関係がございまして、なかなか

研修まで至ってない点がありますので、今現在は各課

のそういうふうな詳しい方に集まっていただきまして、

実は検討委員会を立ち上げて進んでございます。それ

がだいたいまとまりつつありますので、今度は誰でも

操作ができるような、そういうふうな研修会をぜひや

っていきたいなというふうなことで、その更新作業が

スムーズにいくように、なんとか対応をしていきたい

なというふうなことで、対応している状況でございま

す。	 

◎決算特別委員長（大	 類	 好	 彦	 委員）	 

	 塩原委員。	 

◎塩	 原	 未知子	 委員	 

	 ありがとうございます。そのように皆さん本当に頑

張っていただきたいと思います。今回からインターネ

ット中継が入りまして、大変、皆さんあちこちから見

たよという声を聞くと励みになっているところです。

平均すると１日200人ほどのアクセスがあると、カウン

トを見まして割り算してみたところ、なっておりまし

たのでうれしく思っているところです。以上、私の質

問を終わります。	 


